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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　居室内で吊り下げられる蚊帳であって、
　出入口と前記出入口を開閉するための閉塞部とを有し、前記居室内に上下方向に延びて
筒状に配置される周壁部材と、
　前記出入口の周縁部と前記閉塞部の周縁部とを分離可能に接続するファスナーと、
　前記周壁部材の上端部に周方向に延びて設けられた補強部材と、
　前記周壁部材の上側開口を覆うように前記周壁部材の上端部に接続された天井部材と、
　前記周壁部材の下側開口を覆うように前記周壁部材の下端部に接続された底部材とを備
え、
　少なくとも前記周壁部材は、網状に形成されるとともに前記出入口よりも下方に設けら
れた裾部を有しており、
　前記出入口の周縁部は、両端部が前記周壁部材の上端部に配置されたＵ字状の第１Ｕ字
状部を有しており、
　前記閉塞部の周縁部は、両端部が前記周壁部材の上端部に配置されたＵ字状の第２Ｕ字
状部を有しており、
　前記ファスナーは、前記第１Ｕ字状部にＵ字状に延びて設けられた第１テープと、前記
第２Ｕ字状部にＵ字状に延びて設けられた第２テープと、前記第１テープに設けられた第
１エレメントと、前記第２テープに設けられた第２エレメントと、前記第１エレメントと
前記第２エレメントとを噛み合わせたり引き離したりするための第１スライダーとを有し
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ており、
　前記第１テープおよび前記第２テープの長手方向両端部は、前記補強部材に接続されて
おり、
　前記出入口を全開にしたとき、前記裾部は、前記底部材の上面に重ね合わされる、蚊帳
。
【請求項２】
　前記ファスナーは、前記第１エレメントと前記第２エレメントとを噛み合わせたり引き
離したりするための第２スライダーをさらに有しており、
　前記出入口を閉じたとき、前記第１スライダーおよび前記第２スライダーは、前記第１
Ｕ字状部および前記第２Ｕ字状部の下部付近に配置され、
　前記出入口を全開にしたとき、前記第１スライダーは、前記第１Ｕ字状部および前記第
２Ｕ字状部の一方端部付近に配置され、かつ、前記第２スライダーは、前記第１Ｕ字状部
および前記第２Ｕ字状部の他方端部付近に配置される、請求項１に記載の蚊帳。
【請求項３】
　前記底部材の周縁部には、前記底部材の上面側に折り返された第１部分と、前記第１部
分の下方に配置された第２部分とが設けられており、
　前記周壁部材の下端部は、前記第１部分と前記第２部分とで挟まれており、
　前記第１部分、前記周壁部材の下端部および前記第２部分が互いに接続されている、請
求項１または請求項２に記載の蚊帳。
【請求項４】
　前記居室内で支持される吊り部材をさらに備え、
　前記補強部材における前記第２テープの長手方向両端部間に位置する部分に前記吊り部
材が接続されている、請求項１ないし３のいずれか１項に記載の蚊帳。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、居室内で吊り下げられる蚊帳に関し、特に、床面を移動するムカデ等の侵入
を防止できる、蚊帳に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な蚊帳は、就寝空間を取り囲む周壁部材と、周壁部材の上側開口を覆う天井部材
とを有しているが、周壁部材の下側開口は開かれているため、就寝空間にムカデ等が侵入
するおそれがあった。そこで、周壁部材の下側開口を底部材で覆った蚊帳が用いられる場
合がある。例えば、特許文献１に開示された蚊帳は、周面部と上面部とを有する蚊帳状体
と、蚊帳状体の下面開口部を閉塞する防虫底面部材とを備えている。また、周面部には、
出入口が上下方向に延びて直線状に形成されており、この出入口にはファスナーが設けら
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－２５２８８７号公報
【０００４】
　しかし、特許文献１に開示された蚊帳では、出入口を広く確保することが困難であり、
布団等を出し入れし難いという問題があった。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明は、上記問題に対処するためになされたものであり、出入口をより広く確保でき
る、蚊帳を提供することを目的とする。
【０００６】
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　上記目的を達成するため、本発明の特徴は、居室内で吊り下げられる蚊帳であって、出
入口と前記出入口を開閉するための閉塞部とを有し、前記居室内に上下方向に延びて筒状
に配置される周壁部材と、前記出入口の周縁部と前記閉塞部の周縁部とを分離可能に接続
するファスナーと、前記周壁部材の上端部に周方向に延びて設けられた補強部材と、前記
周壁部材の上側開口を覆うように前記周壁部材の上端部に接続された天井部材と、前記周
壁部材の下側開口を覆うように前記周壁部材の下端部に接続された底部材とを備え、少な
くとも前記周壁部材は、網状に形成されるとともに前記出入口よりも下方に設けられた裾
部を有しており、前記出入口の周縁部は、両端部が前記周壁部材の上端部に配置されたＵ
字状の第１Ｕ字状部を有しており、前記閉塞部の周縁部は、両端部が前記周壁部材の上端
部に配置されたＵ字状の第２Ｕ字状部を有しており、前記ファスナーは、前記第１Ｕ字状
部にＵ字状に延びて設けられた第１テープと、前記第２Ｕ字状部にＵ字状に延びて設けら
れた第２テープと、前記第１テープに設けられた第１エレメントと、前記第２テープに設
けられた第２エレメントと、前記第１エレメントと前記第２エレメントとを噛み合わせた
り引き離したりするための第１スライダーとを有しており、前記第１テープおよび前記第
２テープの長手方向両端部は、前記補強部材に接続されており、前記出入口を全開にした
とき、前記裾部は、前記底部材の上面に重ね合わされることにある。
 
【０００７】
　この構成によれば、出入口の周縁部の一部がＵ字状に形成されているので、出入口を広
く確保でき、布団等を出し入れし易い。また、出入口の周縁部を第１テープおよび補強部
材で全周にわたって補強できるとともに、閉塞部の周縁部を第２テープおよび補強部材で
全周にわたって補強できるので、周壁部材が破れ難い。
【０００８】
　また、この構成によれば、出入口よりも下方に底部材から起立した裾部が設けられてい
るので、底部材の周縁部に沿って移動するムカデ等が隙間（例えば、ファスナーの閉め不
足があった場合）から侵入し難い。また、出入口が開口している場合であっても裾部が起
立していれば、ムカデ等の侵入を抑制することができる。
 
【０００９】
　また、この構成によれば、人が出入口から出入りしたり、蚊帳の外側を通る際に、その
人の足が裾部に引っ掛かり難い。
 
【００１０】
　本発明の他の特徴は、前記蚊帳において、前記ファスナーは、前記第１エレメントと前
記第２エレメントとを噛み合わせたり引き離したりするための第２スライダーをさらに有
しており、前記出入口を閉じたとき、前記第１スライダーおよび前記第２スライダーは、
前記第１Ｕ字状部および前記第２Ｕ字状部の下部付近に配置され、前記出入口を全開にし
たとき、前記第１スライダーは、前記第１Ｕ字状部および前記第２Ｕ字状部の一方端部付
近に配置され、かつ、前記第２スライダーは、前記第１Ｕ字状部および前記第２Ｕ字状部
の他方端部付近に配置されることにある。
【００１１】
　この構成によれば、出入口を閉じたとき、第１スライダーおよび第２スライダーは、第
１Ｕ字状部および第２Ｕ字状部の下部付近に配置されるので、単に人が出入りする際には
、片方のスライダーを操作して出入口を半分だけ開けばよく、出入口の開閉が容易である
。また、布団等を出し入れする際には、両方のスライダーを操作して出入口を全開にする
ことで、出入口を広く確保できる。さらに、出入口を閉じたときに、第１スライダーと第
２スライダーとの間に隙間が生じた場合でも、その隙間と底部材の周縁部との間には裾部
が存在するため、底部材の周縁部に沿って移動するムカデ等が隙間から侵入し難い。
【００１２】
　削　除
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【００１３】
　削　除
【００１４】
　本発明の他の特徴は、前記蚊帳において、前記底部材の周縁部には、前記底部材の上面
側に折り返された第１部分と、前記第１部分の下方に配置された第２部分とが設けられて
おり、前記周壁部材の下端部は、前記第１部分と前記第２部分とで挟まれており、前記第
１部分、前記周壁部材の下端部および前記第２部分が互いに接続されていることにある。
【００１５】
　この構成によれば、第１部分と第２部分とで構成された重なり部分の開口が蚊帳の内側
に向くので、出入口を全開にしたとき、周壁部材の裾部は、閉塞部の支持力を失って蚊帳
の内側に倒れる。したがって、蚊帳の外側を通る人の足が裾部に引っ掛かり難い。
【００１６】
　本発明の他の特徴は、前記蚊帳において、前記居室内で支持される吊り部材をさらに備
え、前記補強部材における前記第２テープの長手方向両端部間に位置する部分に前記吊り
部材が接続されていることにある。
【００１７】
　この構成によれば、出入口を全開にしたときでも、補強部材における出入口の上方に位
置する部分が垂れ下がり難く、出入口を広く確保できる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態に係る蚊帳を示す斜視図である。
【図２】出入口を全開にした状態を示す斜視図である。
【図３】出入口を閉じた状態におけるファスナーの構成を示す拡大図である。
【図４】図２におけるIV－IV線断面図である。
【図５】出入口を全開にした状態におけるファスナーの構成を示す拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明に係る蚊帳の実施形態について図面を参照しながら説明する。なお、以下
の説明で用いる前後左右の方向は、図１において矢印で示した方向を基準とする。
【００２０】
　図１は、本発明の一実施形態に係る蚊帳１０を示す斜視図である。図１に示すように、
蚊帳１０は、居室１２を飛び回る蚊およびハエや、居室１２の床面１４を移動するムカデ
Ｍ（図３）等が就寝空間１６に侵入することを防止するものである。蚊帳１０は、長押や
壁等（図示省略）に取り付けられた複数（本実施形態では６本）の吊り下げ紐１８を用い
て、居室１２内で吊り下げられる。
【００２１】
　図１に示すように、蚊帳１０は、居室１２内で上下方向に延びて筒状に配置される周壁
部材２０と、周壁部材２０に設けられた出入口２２を開閉するためのファスナー２４と、
補強部材２６と、天井部材２８と、底部材３０と、複数の吊り部材３２とを備えている。
本実施形態においては、吊り部材３２は、６個であるが、蚊帳１０の大きさに応じて適宜
選定されればよく、６個以下（例えば、４個）や７個以上（例えば、８個）であってもよ
い。
【００２２】
　周壁部材２０は、蚊およびハエは通さないが、風は通すように網状に形成されている。
居室１２内で蚊帳１０を吊り下げたとき、周壁部材２０は、就寝空間１６を囲むように平
面視で四角形の筒状に配置される。
【００２３】
　周壁部材２０は、互いに対向して配置される前側部３４および後側部３６と、これらに
直交する左側部３８および右側部４０とを有している。前側部３４は、人が出入りするた
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めの出入口２２と、出入口２２を開閉するための閉塞部４２とを有している。出入口２２
の周縁部２２ａは、両端部が周壁部材２０の上端部２０ａに配置されたＵ字状の第１Ｕ字
状部４３を有している。つまり、出入口２２の周縁部２２ａの一部は、Ｕ字状に形成され
ている。第１Ｕ字状部４３の下部には、床面１４に対して平行に延びる水平部４４が形成
されている。
【００２４】
　一方、閉塞部４２の周縁部４２ａは、第１Ｕ字状部４３に沿うようにＵ字状に形成され
た第２Ｕ字状部４５を有している。第２Ｕ字状部４５の両端部は、周壁部材２０の上端部
２０ａに配置されており、閉塞部４２の上端部における第２Ｕ字状部４５の両端部間に位
置する部分は、補強部材２６に接続されている。そして、出入口２２の周縁部２２ａ（本
実施形態では第１Ｕ字状部４３）と閉塞部４２の周縁部４２ａ（本実施形態では第２Ｕ字
状部４５）とが、ファスナー２４を介して分離可能に接続されている。
【００２５】
　周壁部材２０は、出入口２２よりも下方に設けられた裾部４６を有しており、出入口２
２の周縁部２２ａの下部（すなわち水平部４４）は、周壁部材２０の下端縁および底部材
３０の周縁部３０ａから裾部４６の上下方向長さ（すなわち幅）だけ離間して配置されて
いる。したがって、裾部４６は、底部材３０の周縁部３０ａに沿って移動するムカデＭ（
図３）等の侵入を阻止するための障壁となる。なお、裾部４６の上下方向長さは、特に限
定されるものではないが、本実施形態では、１０～１５０ｍｍ程度に定められている。
【００２６】
　図２は、蚊帳１０の出入口２２を全開にした状態を示す斜視図である。図２に示すよう
に、出入口２２を開く際には、出入口２２の周縁部２２ａと閉塞部４２の周縁部４２ａと
が、ファスナー２４を操作することによって分離され、その後、閉塞部４２が筒状に巻き
上げられる。周壁部材２０の上部には、左右一対の外側紐４８ａおよび左右一対の内側紐
４８ｂが取り付けられている。外側紐４８ａと内側紐４８ｂとを結ぶことによって、巻き
上げられた閉塞部４２を支持するための環状の支持部４８が構成される。
【００２７】
　図１に示す本実施形態の蚊帳１０において、前側部３４および後側部３６の幅は、１．
０～４．０ｍ程度に定められており、左側部３８および右側部４０の幅は、１．０～４．
０ｍ程度に定められている。周壁部材２０の高さは、１．５～３．０ｍ程度に定められて
いる。また、出入口２２の幅は、１．０～３．０ｍ程度に定められており、出入口２２の
高さは、１．５～２．８ｍ程度に定められている。なお、これらの寸法は例示であり、適
宜変更されてもよい。
【００２８】
　図１に示すように、ファスナー２４は、出入口２２の周縁部２２ａにＵ字状に延びて設
けられた第１テープ５０と、閉塞部４２の周縁部４２ａにＵ字状に延びて設けられた第２
テープ５２とを有している。第１テープ５０および第２テープ５２は、周壁部材２０より
も高い強度を有する布状またはシート状に形成されている。したがって、出入口２２の周
縁部２２ａは、第１テープ５０で補強されており、閉塞部４２の周縁部４２ａは、第２テ
ープ５２で補強されている。第１テープ５０および第２テープ５２の長手方向両端部は、
補強部材２６に接続されている。なお、第１テープ５０を出入口２２の周縁部２２ａに設
ける方法や、第２テープ５２を閉塞部４２の周縁部４２ａに設ける方法や、第１テープ５
０および第２テープ５２を補強部材２６に接続する方法は、特に限定されるものではない
が、本実施形態では、糸で縫い合わせる方法が用いられている。
【００２９】
　図３は、出入口２２を閉じた状態におけるファスナー２４の構成を示す拡大図である。
図３に示すように、ファスナー２４は、さらに、第１テープ５０に設けられた第１エレメ
ント５４と、第２テープ５２に設けられた第２エレメント５６と、第１エレメント５４と
第２エレメント５６とを噛み合わせたり引き離したりするための第１スライダー５８およ
び第２スライダー６０とを有している。第１スライダー５８には、蚊帳１０の内側および
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外側から第１スライダー５８を操作するための２つの引き手６２（図３では、一方だけを
示している。）が取り付けられている。第２スライダー６０には、蚊帳１０の内側および
外側から第２スライダー６０を操作するための２つの引き手６４（図３では、一方だけを
示している。）が取り付けられている。
【００３０】
　図１に示すように、補強部材２６は、周壁部材２０と天井部材２８との境界部を補強す
るために、周壁部材２０および天井部材２８よりも高い強度を有する布状またはシート状
に形成されている。この補強部材２６は、周壁部材２０の上端部２０ａの全周に周方向に
延びて帯状に設けられている。上述のように、第１テープ５０および第２テープ５２の長
手方向両端部は、補強部材２６に接続されている。したがって、出入口２２の周縁部２２
ａは、第１テープ５０および補強部材２６によって全周にわたって補強されており、閉塞
部４２の周縁部４２ａは、第２テープ５２および補強部材２６によって全周にわたって補
強されている。
【００３１】
　図１に示すように、天井部材２８は、蚊およびハエは通さないが、風は通すように網状
に形成されており、周壁部材２０の上側開口を覆うように、周壁部材２０の上端部２０ａ
に接続されている。本実施形態では、天井部材２８が補強部材２６を介して周壁部材２０
の上端部２０ａに接続されている。つまり、周壁部材２０の上端部２０ａが補強部材２６
に接続されており、かつ、天井部材２８の周縁部２８ａが補強部材２６に接続されている
。なお、周壁部材２０および天井部材２８を補強部材２６に接続する方法は、特に限定さ
れるものではないが、本実施形態では、糸で縫い合わせる方法が用いられている。
【００３２】
　図１に示すように、底部材３０は、人に踏まれても破れ難いように布状またはシート状
に形成されており、周壁部材２０の下側開口を覆うように、周壁部材２０の下端部２０ｂ
に接続されている。図４は、図２におけるIV－IV線断面図である。底部材３０の周縁部３
０ａには、底部材３０の上面３０ｂ側に折り返された第１部分６６ａと、第１部分６６ａ
の下方に配置された第２部分６６ｂとが設けられている。周壁部材２０の下端部２０ｂは
、第１部分６６ａと第２部分６６ｂとで挟まれている。そして、第１部分６６ａ、周壁部
材２０の下端部２０ｂおよび第２部分６６ｂが互いに接続されている。なお、これらを互
いに接続する方法は、特に限定されるものではないが、本実施形態では、糸で縫い合わせ
る方法が用いられている。
【００３３】
　図１に示すように、吊り部材３２は、蚊帳１０を吊り下げるために必要な強度を有する
紐状部材３２ａと、紐状部材３２ａの一方端部に設けられた円環状の環状部材３２ｂとを
有している。そして、紐状部材３２ａの他方端部が、補強部材２６に接続されている。本
実施形態では、４つの吊り部材３２が、平面視で四角形に配置された補強部材２６の４隅
に接続されている。また、１つの吊り部材３２が、補強部材２６における第２テープ５２
の長手方向両端部間に位置する部分に接続されており、残りの１つの吊り部材３２が、前
記１つの吊り部材３２と対向するように補強部材２６に接続されている。蚊帳１０を居室
１２内で吊り下げる際には、各吊り部材３２の環状部材３２ｂが吊り下げ紐１８に接続さ
れて、各吊り部材３２が居室１２内で支持される。
【００３４】
　図１に示す蚊帳１０で囲まれた就寝空間１６に人が出入りする際には、図３に示す第１
スライダー５８および第２スライダー６０の一方または両方が操作されて、出入口２２が
開かれる。図４に示すように、出入口２２が全開にされたとき、裾部４６の上端縁（すな
わち水平部４４）は、閉塞部４２から分離されるため、裾部４６は、閉塞部４２の支持力
を失って、第１エレメント５４の重さで倒れる。底部材３０の周縁部３０ａでは、第１部
分６６ａと第２部分６６ｂとで構成された重なり部分６６の開口６６ｃが蚊帳１０の内側
に向いているので、開口６６ｃで挟まれた裾部４６が倒れる方向は、蚊帳１０の内側とな
り、倒れた裾部４６は、底部材３０の上面３０ｂに重ね合わされる。出入口２２を閉じる
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際には、図２に示す第１スライダー５８および第２スライダー６０を引き下げる。
【００３５】
　本実施形態によれば、上記構成により以下の各効果を奏することができる。すなわち、
図３に示すように、出入口２２を閉じた状態において、第１スライダー５８および第２ス
ライダー６０は、第１Ｕ字状部４３および第２Ｕ字状部４５の下部付近に配置されるので
、単に人が出入りする際には、片方のスライダーを操作して出入口２２を半分だけ開けば
よく、出入口２２の開閉が容易である。
【００３６】
　図２に示すように、出入口２２よりも下方に裾部４６が設けられているので、底部材３
０の周縁部３０ａに沿って移動するムカデＭ（図３）等が就寝空間１６に侵入し難い。
【００３７】
　図２に示すように、出入口２２が全開にされたとき、第１スライダー５８は、第１Ｕ字
状部４３および第２Ｕ字状部４５の一方端部付近に配置され、かつ、第２スライダー６０
は、第１Ｕ字状部４３および第２Ｕ字状部４５の他方端部付近に配置される。また、図４
に示すように、裾部４６が内側に倒れて底部材３０の上面３０ｂに重ね合わされる。した
がって、出入口２２を広く確保でき、布団等を容易に出し入れできる。
【００３８】
　図２に示すように、補強部材２６における第２テープ５２の長手方向両端部間に位置す
る部分に吊り部材３２が接続されているので、出入口２２を全開にしたときでも、補強部
材２６における出入口２２の上方に位置する部分が垂れ下がり難く、出入口２２を広く確
保できる。
【００３９】
　図１に示すように、出入口２２の周縁部２２ａを第１テープ５０および補強部材２６で
全周にわたって補強できるとともに、閉塞部４２の周縁部４２ａを第２テープ５２および
補強部材２６で全周にわたって補強できるので、周壁部材２０が破れ難い。
【００４０】
　図４に示すように、出入口２２が全開にされたとき、裾部４６が底部材３０の上面３０
ｂに重ね合わされるので、人が出入口２２から出入りしたり、蚊帳１０の外側を通る際に
、その人の足が裾部４６に引っ掛かり難い。
【００４１】
　図５は、出入口２２を全開にした状態におけるファスナー２４の構成を示す拡大図であ
る。図５に示す第１スライダー５８を引き下げて出入口２２を閉じる際には、第１テープ
５０および第２テープ５２が下方に引っ張られる。しかし、第１テープ５０および第２テ
ープ５２を引っ張る力は、主に、これらが接続された補強部材２６に伝達されるので、出
入口２２の周縁部２２ａや閉塞部４２の周縁部４２ａは損傷され難い。
【００４２】
　図３に示すように、出入口２２を閉じたとき、第１スライダー５８と第２スライダー６
０との間には、隙間Ｗが生じるが、この隙間Ｗは、底部材３０の周縁部３０ａから離間し
て配置されるので、底部材３０の周縁部３０ａに沿って移動するムカデＭ等が隙間Ｗから
就寝空間１６（図１）に侵入し難い。
【００４３】
　なお、本発明の実施にあたっては、上記実施形態に限定されず、本発明の目的を逸脱し
ない限りにおいて種々の変更が可能である。例えば、図１に示すように、上記実施形態で
は、周壁部材２０および天井部材２８が網状に形成されているが、天井部材２８は布状ま
たはシート状に形成されてもよい。つまり、就寝空間１６に風を与えるためには、少なく
とも周壁部材２０が網状に形成されていればよい。
【００４４】
　上述の実施形態では、２つのスライダー５８，６０を有するファスナー２４が用いられ
ているが、１つのスライダーを有するファスナー（図示省略）が用いられてもよい。
【００４５】
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　また、図１に示すように、上述の実施形態では、天井部材２８が補強部材２６を介して
周壁部材２０に接続されているが、天井部材２８と周壁部材２０とが直接接続された後に
、これらの境界部が補強部材２６で補強されてもよい。
【００４６】
　また、上記実施形態においては、裾部４６は、第１エレメント５４の重さで倒れるよう
に構成したが、裾部４６は網状に構成されているため自重でも傾倒可能である。また、裾
部４６は、剛性のある材料や編み方を採用して自立可能な網状または布状に形成するよう
にすれば、出入口２２が開口状態においてもムカデ等の侵入を抑制することができる。
【符号の説明】
【００４７】
１０…蚊帳、１２…居室、２０…周壁部材、２２…出入口、２２ａ…出入口の周縁部、
２４…ファスナー、２６…補強部材、２８…天井部材、３０…底部材、３２…吊り部材、
４２…閉塞部、４２ａ…閉塞部の周縁部、４３…第１Ｕ字状部、４５…第２Ｕ字状部、
５０…第１テープ、５２…第２テープ、５４…第１エレメント、５６…第２エレメント、
５８…第１スライダー、６０…第２スライダー

【図１】 【図２】
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【図５】
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